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２学期を振り返って 
冬至を過ぎ、週末からの寒波ですっかり辺りは雪景色になりました。 

さて、本校の２学期（８１日）が終了しました。２学期の教育活動の中で

特に力を入れたのは、どの学年も生活科や総合的な学習です。 

同時に、各教科や生活科・総合的な学習等と「防災」をコラボさせた防

災教育も各学年で進めました。 

＜各学年で取り組んでいるテーマ＞ 

１年生・・・ ともだちだいすき！ じぶんもだいすき！ だいすきがたくさん がっこうせいかつ 

２年生・・・ つたえたいな あおぞら学年のはっけん  

３年生・・・ 平清水焼のすごい！を発見！  ～滝山地区の『たから』～ 

４年生・・・ 大切な人を守りたい！  ～「もしも」のためのきずな防災・減災プラン～ 

５年生・・・ 誰かのために行動しよう（福祉の学習） 

６年生・・・ 知ろう！守ろう！滝山地区の想い 

 

校内研究として、滝山地区の素材（人、もの、歴史、産業、自然等）を活かし、子どもたちの思いや疑問を出

発点とし、主体的、協働的な学びを進め、学習が深まっていくように進めています。友達と試行錯誤しながら取

り組む子どもたちの姿は、とても楽しそうです。「答えがある」学習と「答えがない」学習を組み合わせながら、め

ざす子どもの姿に、少しずつ近づいていきたいと考えています。 

また、１１月のいじめアンケートをはじめ、子ども間で発生した事案について、保護者の皆様からはいつも冷

静に対応いただきありがとうございます。学校評価等におきましても様々ご意見を頂戴しました。更なる児童理

解と子どもたちへの指導・支援等、学校運営に活かして参ります。 

今後も、お気づきの点がございましたらいつでもご連絡いただき、一緒に子供たちのよりよい育ちについて考

えていきたいと思います。よろしくお願いいたします。それでは皆様、よいお年をお迎えください。 

 

今は「見ている石」でも本当は「登ってほしい石」    ～「大志に登ろうプロジェクト」～ 

１０／１に創立１３４周年記念集会を行いました。その講話の中で、昇

降口前にある大きな石「大志」について話をしました。１００周年時に設置

された記念の石ということで、これまで滝山小を見守ってきてくれました。 

今回、地域の方への取材で、本当は「登ってほしい石」だったということ

をお聞きし、集会で全校児童に話しました。その後「登っていいですか」と

いう子どもたちの声が多く聞こえてきたため、私が音頭をとり「大志に登

ろう」プロジェクトを立ち上げ、全学年希望する子どもたちを対象に、休み

時間「大志に登ろう」体験会を実施しました。 

「大きな夢をもって、どっしりとし、少しのことではびくともしない。 

そんなたくましい人間に育ってほしい。」 

  滝山小の先輩や地域の方の想いが、子どもたちに少しでも伝わったと

したらうれしく思います。 

※普段は勝手に登らないことになっています。今回は教員が立ち会い安全対策を講じながら実施しました。 



＜活躍の足跡＞  

祝！ブラスバンド部 全国バンドフェスティバル 銀賞！ 
２学期は、校外でブラスバンド部と瀧山太鼓の子どもたちの活躍もありました。 

瀧山太鼓は、のぞみの家祭りとコミセン祭りに参加、日々の練習を活かし、迫力ある発表でした。  

また、ブラスバンド部は県大会と東北大会で金賞。そして１１／１６大阪城ホールで開催された全国バンドフェ 

スティバルでみごと銀賞に輝きました。 

それぞれ、ご指導・ご協力いただいた保護者会や外部指導者の皆様に、心より感謝申し上げます。 

なお、ブラスバンド部は、今年度創部５０周年の節目の年です。保護者会OB・OGの皆様が実行委員会を組

織し、記念事業を計画・進めてくださっています。来年３月１５日には記念コンサートも開催される予定です。 

１２月からは新メンバーも２２名入部し、みんな張り切って練習を始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

              １１／１７ 朝日新聞より                                  １０／５ のぞみの家祭より 

祝！令和６年度優良ＰＴＡ県教育委員会表彰 滝山小父母と教師の会 

１１／９、本校父母と教師の会が、県教育委員会表彰を受賞しま

した。 

ふれあい体験学校や交通安全の見守り活動、資源回収、学年

行事等の特色ある活動により、子どもたちが保護者や地域（大学

等含）とふれあい、様々な活動をとおして、旺盛な好奇心や探究心

を育んでいる、との受賞理由です。誠におめでとうございました。 

 

 

 

親子が笑顔になれる魔法の言葉 「まる語」   本校教育講演会より 

１２／１８、父母と教師の会主催の教育講演会が開催されました。 

  講師はアナウンサーで山形まる語学校代表の菊地貴美子さんでした。 

  「まる語」とは、言われてうれしい言葉、使って心があったかくなる言葉だそうです。「自分の心がまあるくなれ

ば人と人との関係もまあるくなる」ということや、「人は、自分が言ったことは相手に伝わっていると思ってしまう

が、実は伝わっていないことが多い」というお話が印象的でした。 

先日提出していただいた学校評価に「保護者、先生方を含め周り

の大人が（子どもの）手本となる行動、言葉を心がけたい。」というご

意見がありました。学校教育活動や、各家庭における子どもたちとの

会話の中で、元気が出て、心があったかくなる言葉のシャワーを子ども

たちにかけていきたいと改めて思ったところです。 

  参加していただいた皆様、誠にありがとうございました。 

※ＨＰではカラーでご覧になれます。 



 

 

 

      

２学期フォトアルバム 
８／２８、２学期がスタート 

大きいでしょ（１年生活） カニはいるかな？（ビオトープ） 

あきまつり（１年生活科） はりきってるね！ 

タブレットで発表を撮影中（２年） 

地域の防災にふれながら地区たんけん（２年） 
大きな砂防堰堤 

うまくつれた？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科見学（３年）・ヤマザワ 警察署見学 

平清水焼きに挑戦（３年） みんなで考えてみよう。 

自分の避難ルートをプログラミングで作ろう（４年総合） これだと避難先でも寒くない！？ 

電子黒板を使い低音部を自主練習 きれいな歌声でした。（４年） 

流れる水のはたらき（理科）と防災を関連付けて（５年） 赤ちゃんを抱いてみよう（５年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車椅子体験（５年） 滝山地区 寺・神社ウォークラリー（６年） 

修学旅行（６年） 千歳山の頂上に到着！（６年総合） 

いい天気でしたね。 
山形市秋の芸術祭（ブラスバンド部） 

活躍の足跡 
全国大会銀賞！  １１／１７朝日新聞より 

瀧山太鼓の発表（コミセン祭） 練習を重ね、力強い発表でした。（のぞみの家祭） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

            
            

              

ふれあい体験楽校 茶の湯体験 

保護者・地域（大学含）の皆様にご協力いただきました。 「大志」に登ろうプロジェクト 

花を踏まないように板を敷きました。 手を上に伸ばし、足で踏ん張って！ 

上からの眺めはどうでしたか？ 先生、落ちないでね。 


